
「自ら未来を切り拓く　
　　　　　児童を育成する特別活動」
　　会 長　 氣

き

田
だ

眞
ま

由
ゆ

美
み

（練馬区立豊玉小学校長）

この度、 東京都小学校特別活動研究会の49代会長を拝命いたしまし
た、練馬区立豊玉小学校校長の氣田　眞由美と申します。本研究会は小
学校における特別活動の目的を認識し、教員の指導力を向上させるととも

に、東京都全体に特別活動の意義や価値等を授業実践を通して広めていくことを目指し、長年にわたり研鑽
を積んでまいりました。
　「ＶＵＣＡ」(volatility【変動性】、Uncertainty【不確実性】、Complexity【複雑性】、Ambiguity【曖
昧性】) の時代が言われて久しいですが、「先行きが不透明で将来の予測が困難な状態」の社会は今後更
に加速していくことが予測されているところです。このようなＶＵＣＡの時代を一人一人が幸せに生き抜き、
未来の社会を創造していくためには、様々な問題を解決していくための基本的な知識・技能を身に付けるこ
とはもちろんですが、それとともに、身近な社会にある課題を見付け、それを主体的に解決しようとする力
や人と知恵を出し合いながら協働して解決していく力が必要であると考えます。改めて特別活動の目標や目
指すべき資質・能力等と強く関係していることを感じます。
　「他者と協働する」「合意形成を図ったり、意思決定したりする」「人間関係をよりよく形成する」「自己実
現を図る」などの特別活動における資質・能力には、まさに未来を切り拓き、持続可能な社会の創り手とな
るための大事な要素が詰まっていると考えます。　
　改めて、本会として、教育課程にしっかりと位置付けられている特別活動の意義を再認識し、その目的の
実現のために、本研究会としての使命を果たせるよう努めてまいりたいと思います。時代を経ても「変わら
ないもの」と、子供たちが生きるこれからの社会を見据え、「変わっていかなければならないもの」を考え、次世代を見据えた
特別活動の実践が豊かなものとなるよう、会員はもちろん皆様とともに歩を進めてまいりたいと存じます。
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☆ 研 究 発 表 大 会
　　・期　日　令和 8 年 2 月 20 日（金）
　　・場　所　練馬区立豊玉小学校　練馬区豊玉中 4 - 2 - 20　TEL 03 - 3993 - 4286　
　　　　　　　　西武池袋線・都営大江戸線　練馬駅下車　徒歩10 分　　　　
　　・内　容　今年度の研究についての発表
　　　　　　　　　　　　講　演　　文部科学省初等中等教育局　調査官　和久井　伸彦　先生

１　研 究 主 題

　  　自ら未来を切り拓く児童を育成する特別活動
２　研究主題設定の背景及び理由
　不安定で不確実な時代を、児童がたくましく生き抜くためには、自
ら課題を見付け、協働して解決を図る力の育成が不可欠であること
から、この研究主題を設定した。
３　研究主題の捉え方について
　「自ら①未来②を切り拓く③児童を育成する特別活動」

① 自ら…自分や自分たちで課題を見付け、解決しようとする意欲や
　　主体性・協働性を発揮して課題解決に向かう態度。
　② 未来…持続可能な未来、ウェルビーイングの向上した未来。
　③ 切り拓く…前例にとらわれず、主体的に考え、協働して課題解決
　　を図り、諦めずに挑戦を続ける姿
４　今年の研究
　① 新しい研究主題の視点で手だてを整理する。
　② ４つの内容（学級活動・児童会活動・クラブ活動・学校行事を
　　関連させた指導方法を明らかにする。
　③ ＩＣＴ機器の有効な活用方法を追究する。

研究部長　平 松  隆 行（板橋区立高島第一小学校長）令 和７年度　研究の基調提案

５　研究計画（３年計画）
　(1) 令和６年度…理論構築・研究仮説に基づく授業実践
　(2) 令和７年度（今年度）…研究仮説・研究の視点・手だての検証・追究のための授業実践
　(3) 令和８年度…３年間の研究における成果と課題を集約し、汎用性・再現性のある手だてを提案

社会背景
・VUCA 時代
・価値観の多様化
社会の要請

・次期教育振興基本計画
・東京都教育ビジョン
・中央教育審議会諮問

自ら未来を切り拓く児童を育成する
特別活動
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・課題解決への意欲の低下
特活の価値

・海外における特活の普及
・生徒指導提要
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に確認した児童会活動における「人間関係形成」「社会参画」
「自己実現」を引き続き意識しながら指導し、目指す児童像
の達成に向かう。そのため、過去に提案した「児童会活動
における７つの力」の見直しや、ICTを活用した手立ての工
夫をし、指導の充実を一層図っていく。また、年度当初のオ
リエンテーション等を通して、以下のことに留意し、教員側の
共通理解も含めた汎化に向けての研究も深めていきたい。
　〇児童会の特質である「異年齢の人間関係」に焦点を当
　　てる。
　〇「児童の発意・発想を生かした活動の場」を保障する。
　〇「課題の発見」から「振り返り」までの活動を一連の
　　活動（学習過程）としてとらえる。
２　研究の視点
　視点１「みんなとともに生きていく力を育てる指導の工
　　　　夫（人間関係形成）」
　視点２「自らよりよい学校生活をつくろうとする力を育
　　　　てる指導の工夫（社会参画）」
　視点３「なりたい自分に向けてあきらめずにがんばる力
　　　　を育てる指導の工夫（自己実現）」
３　検証授業の予定
　〇１０月　２日（木）　葛飾区立川端小学校
　　　　　　　　　　　　代表委員会　星野　俊明　教諭
　〇１１月１０日（月）　世田谷区立芦花小学校
　　　　　　　　　放送委員会　佐藤　あかね　主任教諭

１　主題設定の理由
　全体研究主題「自ら未来を切り拓く児童を育成する特別
活動」を受け、児童会活動部では「児童会活動における『自
ら未来を切り拓く』とは何か」を考え、目指す児童像を以
下のように設定した。
・「あこがれ」や「思いやり」の気持ちを感じながら、異年齢 
　の人間関係を自分たちの力でつくる児童（人間関係形成）
・全校のみんなのために発意・発想を生かした自治的活動
　を全校のみんなの力で実現する児童（社会参画）
・学校をよりよくするためにあきらめずに取り組む児童
　（自己実現）
　そして、「目的や意義を踏まえためあてを立て、児童の発
意・発想を生かした異年齢交流活動を行い、それを振り返
る一連の活動を積み重ねる指導をすることで、『自ら未来を
切り拓く児童を育成する』ことができるだろう」と考えた。
　本主題の設定が２年目となる今年度は、令和５年度まで
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学 級 活 動 部

部 長　二本木　基（町田市立大蔵小学校）

◎ 活 動 部 主 題 ◎ 　

「自ら未来を切り拓く児童を
育成する学級活動」

児 童 会 活 動 部

部 長　渋井　洋子（東久留米市立神宝小学校）

◎ 活 動 部 主 題 ◎ 　

「自ら未来を切り拓く児童を
育成する児童会活動」

１　主題設定の理由
　学習指導要領には、「学級生活の充実と向上を目指し、他
者と協力したり個人として努力したりしながら、自主的・
実践的に取り組むことにより、活動することの楽しさや成
就感・達成感を得たり、自己有用感を高めたりすることに
つながる。」とある。学習指導要領の改訂では、特別活動が
これまで教育課程上果たしてきた役割を踏まえて、「人間関
係形成」「社会参画」「自己実現」の３つを視点としつつ、「知
識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・
人間性等」の３点の柱に沿って、資質・能力が整理されている。
　本研究会の主題である、「自ら未来を切り拓く児童を育成
する特別活動」を受け、学級活動部では児童にとって、「未来」
とは、明日であり、遠い将来である、長い期間のことと捉
えた。「今」を懸命に生きる児童にとって、多くの時間を過
ごすのが学級である。「切り拓く」とは、その中で自分の興
味のあることや自信のあることが分かること、自分の興味
があることや自信のあることを行い、友達や学級に貢献す
ること、また、自分の思いや願いを叶えられること、学級
の中に自分の居場所や役割があることと捉えた。

　学級活動においては、学級という集団の中で、様々な問
題を自分たちで見付け、解決方法について話し合い、合意
形成を図る。そして、合意形成したことをもとに実践し、
解決につなげていく中で、自他のよさや可能性を広げたり、
活動することへの達成感や充実感を得たり、自己有用感を
感じたりすることができる。そして、その経験の積み重ね
が生涯にわたって、集団や社会の一員として、また社会の
形成者として、たくましく生き抜く資質や能力へとつなが
るよう指導していく。
　今年度も昨年度に引き続き、学級活動部が長い期間をか
けて研究、そして検証してきた多くの手だての中から、４
つの手だてに絞って検証を行ってきた。①事前指導の工夫
　②思考の可視化の工夫　③終末の助言の工夫　④振り返
りの工夫　以上の手だてを多くの学級で実践できるように
汎化に向けて研究を深めていく。
２　研究の視点
　視点１「みんなと協力して活動する力を育てる指導の工
　　　　夫」（人間関係形成）
　視点２「よりよい集団をつくり上げる力を育てる指導の
　　　　工夫」（社会参画）
　視点３「なりたい自分に向けて行動する力を育てる指導
　　　　の工夫」（自己実現）
３　検証授業の予定
　○第 1 回検証授業
　　　９月１８日（木）世田谷区立笹原小学校
　　　　　　　　 学級活動（１）　川村　容平　主任教諭
　○第２回検証授業
　　１１月　６日（木）葛飾区立川端小学校
　　　　　　　　　　 学級活動（１）　田中　映輝　教諭



を以下のように設定した。
　目指す児童像
   ・多様な価値観や考えを認め合い、協働しながら補い合
　　える児童（人間関係形成）
   ・学校行事の意義や課題を自分のこととして捉え、みん
　　なのために活動できる児童（社会参画）
   ・なりたい自分の実現に向けて努力し、困難を乗り越え
　　て自分を高めようとする児童（自己実現）
　研究主題が変わり２年目となった今年度は、昨年度まで
の研究の成果を生かしながら、目指す児童像をより明確に
し、その実現に向けた手だての有効性を明らかにしていく。
また、汎用性を意識しながら、手だての具体的な実践方法
をより分かりやすく示し、広めてきたい。
２　研究の視点
　視点１「みんなと協力して活動する中で互いを認め、補
　　　　い合う力を育てる指導の工夫（人間関係形成）」
　視点２「よりよい集団をつくり上げる力を育てる指導の
　　　　工夫（社会参画）」
　視点３「なりたい自分に向けてへこたれずに行動する力
　　　　を育てる指導の工夫（自己実現）」
３　検証授業の予定
　〇１１月　４日（火）　　清瀬市立芝山小学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　船倉　大輔　教諭
　　学級活動（１）　展覧会に向けた学級の取組についての話合い（第３学年）
　〇１２月　４日（木）　　練馬区立北原小学校　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村　正伸　教諭
　　　　　　学級活動（３）　音楽会事後指導（第６学年）
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学 校 行 事 部

部 長　小山　雅人（世田谷区立代田小学校）

◎ 活 動 部 主 題 ◎ 　

「自ら未来を切り拓く児童を
育成する学校行事」

ク ラ ブ 活 動 部

部 長　山口　哲郎（港区立笄小学校）

◎ 活 動 部 主 題 ◎ 　

「自ら未来を切り拓く児童を
育成するクラブ活動」

決に向けてすすんで役割を果たしたり、個性を発揮しなが

ら粘り強く取り組んだりする力を高められるような手だて

を講じることで『自ら未来を切り拓く児童』を育成するこ

とができると考えた。

　本主題となり２年目の今年度は、昨年度までの研究で深

めてきた「人間関係形成」、「社会参画」、「自己実現」を相

互に関連付けて実践し、一般化を図りながら研究を深めて

いきたい。

２　研究の視点

　視点１「互いのよさを認め合い、自ら関わる力を育てる

　　　　指導の工夫（人間関係形成）」

　視点２「課題解決に向けてすすんで役割を果たす力を育

　　　　てる指導の工夫（社会参画）」

　視点３「個性を発揮しながら粘り強く取り組む力を育て

　　　　る指導の工夫（自己実現）」

３　検証授業の予定

　〇　９月２９日（月）　大田区立徳持小学校　　　　　　

　　　　　　　　　ダンスクラブ　藤井　芳子　主任教諭

　〇１０月１５日（水）　国分寺市立第四小学校

　　　　　　四小ギネスクラブ　安岡　理佳子　主任教諭

１　主題設定の理由
　学校行事は COVIDー19 の感染拡大以降、縮小・制限され
てきた活動のほとんどが以前と同様に実施できるようになっ
ている。しかし、学校行事を削減し、規模を縮小したまま
の学校も少なくない。学校教育も日々変化していく中で、
児童は言われたことしかできない、大人から与えられたも
ので学んでいく環境が自然と生まれ、大人も過剰な支援や、
無理をさせない、一定の達成度しか求めないなどの現状が
あるように考えられる。将来、困難な状況に直面した際に
自ら未来を切り拓いていける児童を育成していくためにも、
学級・学年を超えた多くの人と協働し、人間関係を形成し、
自己実現を図る機会となる学校行事の果たす役割は大きい
と考える。
　そこで、全体研究主題「自ら未来を切り拓く児童を育成
する特別活動」を受け、多様性が尊重され、一人一人のウェ
ルビーイングが向上した未来に向けて、前例にとらわれず、
主体的や協調性を発揮して課題解決に向かう児童を育成す
る学校行事について研究を進めることとし、目指す児童像

１　主題設定の理由

　全体研究主題「自ら未来を切り拓く児童を育成する特別

活動」を受け、クラブ活動部では、目指す児童像を以下の

ように設定した。

　目指す児童像

　①学年や学級が異なる同好の仲間とよさを見付け認め合

　　い、自ら関わろうとする児童（人間関係形成）

　②よりよいクラブ活動に向けた課題を見いだし、その解

　　決に向けて、すすんで役割を果たそうとする児童（社

　　会参画）

　③身に付けたい力やなりたい自分に向けて、個性を発揮

　　しながら粘り強く取り組もうとする児童（自己実現）

　そして、互いのよさを認め合い自ら関わったり、課題解



　学級活動部

◯　９月１８日（木）世田谷区立笹原小学校
　学級活動（１）
　川村　容平　主任教諭
◯１１月　６日（木）葛飾区立川端小学校
　学級活動（１）
　田中　映輝　教諭

　児童会活動部

◯１０月　２日（木）葛飾区立川端小学校
　代表委員会　
　星野　俊明　教諭　
◯１１月１０日（月）世田谷区立芦花小学校
　放送委員会
　佐藤　あかね　主任教諭

　クラブ活動部

◯　９月２９日（月）大田区立徳持小学校
　ダンスクラブ　
　藤井　芳子　主任教諭
◯１０月１５日（水）国分寺市立第四小学校
　四小ギネスクラブ　
　安岡　理佳子　主任教諭

　学校行事部

〇１１月　４日（火）清瀬市立芝山小学校
　学級活動（３）　展覧会事前指導（第３学年）　
　船倉　大輔　教諭
〇１２月　４日（木）　練馬区立北原小学校
　学級活動（３）　音楽会事後指導（第６学年）　
　中村　正伸　教諭
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令 和 7 年度 　役 員 ・ 部 員 名 簿 ◎校長　○副校長　◇主幹教諭　◆指導教諭　□主任教諭

役　職　名 氏　　　名 地　区・校　名 研究部　副部長 大　藏　久　美 ◆小平・小平第三

会　　　長 氣　田　眞由美 ◎練馬・豊玉 〃　　　〃 宮　内　有　加 ◆中央・有馬

副　会　長 田　村　亜紀子 ◎練馬・大泉南 〃　　　〃 大　野　和　代 □足立・千寿第八

〃 吉　田　有　子 ◎清瀬・清瀬第七 学 級 活 動 部 長 二本木　　　基 ◇町田・大蔵

庶務部　部　長 神　谷　なおみ ◎江東・第二砂町 児童会活動部長 渋　井　洋　子 ◆東久留米・神宝

　〃　　副部長 角　田　恒　一 ◎中野・中野本郷 クラブ活動部長 山　口　哲　郎 □港・笄

〃　　　〃 山　内　大　輔 ○江東・第三砂町 学 校 行 事 部 長 小　山　雅　人 □世田谷・代田

〃　　　〃 本　多　泰　介 ○墨田・墨田中 研究部　部　員 佐　藤　真　美 ◇小平・小平第十二

会計部　部　長 吉　田　有　子 ◎清瀬・清瀬第七 〃　　　〃 串　崎　広　和 ◇大島・つつじ

　〃　　副部長 田　所　貴美子 ○中野・みなみの 事業部　部　長 酒　井　敬　子 ◎大田・おなづか

会計（学級活動） 髙　橋　美　衣 ◇文京・誠之 　〃　　副部長 森　嶋　正　行 ◎府中・府中第八

　　 会計（児童会） 佐　藤　あかね □世田谷・芦花 〃　　　〃 佐　藤　千　晴 ◎西東京・栄

〃 清　水　　　斐 □江東・豊洲 〃　　　〃 猪　岡　　　仁 ○世田谷・桜丘

　 会計（クラブ） 山　下　映　実 　江東・浅間堅川 〃　　　〃 原　　　千　晶 □大田・入新井第五

　 会計（学校行事） 久　原　千　恵 □練馬・北原 編集部　部　長 関　　　拓　也 ◎稲城・若葉台

研究部　部　長 平　松　隆　行 ◎板橋・高島第一 　〃　　副部長 星　野　哲　朗 ○小金井・一中

　〃　　副部長 米　持　淳　一 ◎小平・小平第九 〃　　　〃 増　田　希　美 □大田・入新井第五

〃　　　〃 藤　田　寛　樹 ○新宿・富久 　〃　　部　員 伊　勢　祐美子 ◇世田谷・若林

〃　　　〃 佐　藤　芳　晴 ○足立・千寿第八 会　計　監　査 出　町　桜一郎 ◎国分寺・第一

令和 7年度　検証授業の予定

☆今年度も都小特活では

ホームページの充実を進

めています。研究授業等

の予定や急な変更なども

お知らせしていますので、

是非ご活用ください。

都 小 特 活 検　索
⬅


